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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成24年6月7日(2012.6.7)

【公表番号】特表2011-518397(P2011-518397A)
【公表日】平成23年6月23日(2011.6.23)
【年通号数】公開・登録公報2011-025
【出願番号】特願2011-506395(P2011-506395)
【国際特許分類】
   Ｇ０５Ｄ  16/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０５Ｄ  16/06    　　　Ｍ
   Ｇ０５Ｄ  16/06    　　　Ｒ

【手続補正書】
【提出日】平成24年4月18日(2012.4.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１入口、第１出口、および前記第１入口と前記第１出口との間に配置された第１バル
ブポートを有するバルブと、
　前記バルブに接続されたアクチュエータであって、
　　前記バルブに接続されたハウジングと、
　　前記バルブ内に配置され且つ前記第１バルブポートと係合する閉位置と前記第１バル
ブポートから離れて配置される開位置との間で動くよう構成された第１バルブディスクと
、
　　前記ハウジング内に配置され且つ前記ハウジングを、前記バルブの前記第１出口と流
体連通状態にある第１キャビティと、第２キャビティとに分割する第１ダイヤフラムであ
って、前記第１バルブディスクと動作可能に接続された第１ダイヤフラムと、
　を備えるアクチュエータと、
　前記バルブにおよび前記アクチュエータに接続される圧力負荷装置であって、
　　前記第１入口と流体連通状態にある第２入口、前記ハウジングの前記第２キャビティ
と流体連通状態にある第２出口、および前記第２入口と前記第２出口との間に配置された
第２バルブポートを有する本体と、
　　前記本体に接続されたボンネットと、
　　本体内に配置され且つ第２バルブポートと係合する閉位置と第２バルブポートから離
れて配置される開位置との間で動くよう構成された第２バルブディスクと、
　　前記ボンネット内に配置され且つ前記ボンネットを、前記第２出口と流体連通状態に
ある前記ボンネットの第１キャビティと、第２キャビティとに分割する第２ダイヤフラム
であって、前記第２バルブディスクと動作可能に接続された第２ダイヤフラムと、
　　前記ボンネットの前記第２キャビティ内に配置され且つ前記第２ダイヤフラムと係合
する制御ばねと、
　を備える圧力負荷装置と、
を備える、流体調整装置であって、
　前記第２ダイヤフラムおよび前記制御ばねは、前記第２キャビティ内の圧力を負荷圧力
にほぼ等しく維持するために、前記第２出口における前記圧力が低下すると前記第２バル
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ブディスクをその開位置に向かって動かし、前記第２出口における前記圧力が増加すると
、前記第２バルブディスクをその閉位置に向かって動かすよう構成され、
　前記アクチュエータは、前記第１出口における前記圧力を設定点圧力にほぼ等しく維持
するために、前記第１出口における前記圧力が低下すると前記第１バルブディスクをその
開位置に向かって動かし、前記第１出口における前記圧力が増加すると前記第１バルブデ
ィスクをその閉位置に向かって動かすよう構成される、流体調整装置。
【請求項２】
　前記ボンネットの前記第１キャビティは、前記第２バルブディスクが前記閉位置および
前記開位置にあるときに、前記第２出口と流体連通状態にある、請求項１に記載の流体調
整装置。
【請求項３】
　前記バルブの前記第１出口内に配置された第１端部と、前記ハウジングの前記第１キャ
ビティと流体連通状態にある第２端部とを有し、前記ハウジングの前記第１キャビティを
前記バルブの前記第１出口と流体連通状態に置くピトー管を備える、請求項１に記載の流
体調整装置。
【請求項４】
　前記第１バルブディスクに動作可能に接続され且つ前記第１バルブポートを通過する流
体の上流側圧力と流体連通状態にある第１側面を有するバランスダイヤフラムを備える請
求項１に記載の流体調整装置であって、前記上流側圧力は、前記開位置の方向に力を前記
第１バルブディスクに印加し、前記バランスダイヤフラムの前記第１側面に作用する前記
上流側圧力は、前記閉位置の前記方向に、第１バルブディスクにかかる前記上流側圧力の
前記力にほぼ等しい力を前記第１バルブディスクに対して印加する、流体調整装置。
【請求項５】
　前記圧力負荷装置は、前記第２ダイヤフラムを前記第２バルブディスクに動作可能に接
続するバルブステムを備え、前記第２ダイヤフラムは、前記第２出口における前記圧力が
低下すると、前記バルブステムを、前記第１バルブディスクをその開位置に向かって動か
す第１方向に動かし、前記第２出口における前記圧力が低下すると、前記バルブステムを
、前記第２バルブディスクをその閉位置に向かって動かす第２方向に動かす、流体調整装
置。
【請求項６】
　前記圧力負荷装置は、前記制御ばねの前記付勢力に抗して前記第２バルブディスクをそ
の閉位置に向かって付勢するために、前記第２バルブディスクと係合するバルブばねを備
える、請求項１に記載の流体調整装置。
【請求項７】
　前記圧力負荷装置は、前記圧力負荷装置により前記ハウジングの前記第２キャビティに
提供された前記負荷圧力を増加および低下させ、それに対応して、前記流体調整装置の前
記設定点圧力を増加および低下させるように、前記制御ばねにより前記第２ダイヤフラム
に印加された力を調節するための、前記制御ばねと係合する制御ばね調節機構を備える、
請求項１に記載の流体調整装置。
【請求項８】
　前記制御ばね調節機構は、前記ボンネットの前記頂部におけるねじ付き開口部を通して
受容され且つ前記制御ばねに動作可能に接続された調節ねじを備え、前記制御ばねにより
前記第２ダイヤフラムに印加される前記力は、前記調節ねじが第１方向に回転させられる
と、増加し、前記調節ねじが第２方向に回転させられると、低下する、請求項７に記載の
流体調整装置。
【請求項９】
　バルブおよび前記バルブに接続されたアクチュエータを有する流体調整装置であって、
前記バルブは、第１入口、第１出口、および前記第１入口と前記第１出口との間に配置さ
れた第１バルブポートを有し、前記アクチュエータは、前記第１バルブポートに係合する
閉位置と前記第１バルブポートから離れて配置される開位置との間で動くよう構成された
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第１バルブディスクを有し、第１ダイヤフラムは、前記アクチュエータを、前記バルブの
前記第１出口と流体連通状態にある第１キャビティと、第２キャビティと、に分割し、前
記第１ダイヤフラムは、前記第１バルブディスクを前記開および閉位置の間で動かすため
に、前記第１バルブディスクに動作可能に接続される、流体調整装置における、改善であ
って、
　前記バルブにおよび前記アクチュエータに接続された圧力負荷装置であって、
　　第２入口、第２出口、および前記第２入口と前記第２出口との間に配置された第２バ
ルブポートを有する本体であって、前記第２入口は前記第１入口と流体連通状態にあり、
前記第２出口は、前記アクチュエータの前記第２キャビティと流体連通状態にある、本体
と、
　　前記本体に接続されたボンネットと、
　　本体内に配置され且つ第２バルブポートと係合する閉位置と第２バルブポートから離
れて配置される開位置との間で動くよう構成された第２バルブディスクと、
　　前記ボンネット内に配置され且つ前記ボンネットを、前記第２バルブディスクが前記
閉位置および前記開位置にあるときに、前記第２出口と流体連通状態にある前記ボンネッ
トの第１キャビティと、第２キャビティとに分割する第２ダイヤフラムであって、前記第
２バルブディスクと動作可能に接続された第２ダイヤフラムと、
　　前記ボンネットの前記第２キャビティ内に配置され且つ前記第２ダイヤフラムと係合
する制御ばねと、
を備える圧力負荷装置を含み、
　前記第２ダイヤフラムおよび前記制御ばねは、前記第２キャビティ内の圧力を負荷圧力
にほぼ等しく維持するために、前記第２出口における前記圧力が低下すると前記第２バル
ブディスクをその開位置に向かって動かし、前記第２出口における前記圧力が増加すると
、前記第２バルブディスクをその閉位置に向かって動かすよう構成され、
　前記アクチュエータは、前記第１出口における前記圧力を設定点圧力にほぼ等しく維持
するために、前記第１出口における前記圧力が低下すると、前記第１ダイヤフラムにかか
る前記負荷圧力は、前記第１バルブディスクをその開位置に向かって動かし、前記第１出
口の前記圧力が増加すると、前記第１バルブディスクをその閉位置に向かって動かすよう
構成される、改善。
【請求項１０】
　請求項９に記載の流体調整装置における、前記第２ダイヤフラムを前記第２バルブディ
スクに動作可能に接続するバルブステムを備える前記圧力負荷装置であって、前記第２出
口における前記圧力が低下すると、前記第２ダイヤフラムは、前記バルブステムを、前記
第１バルブディスクをその開位置に向かって動かす第１方向に動かし、前記第２出口にお
ける前記圧力が低下すると、前記バルブステムを、前記第２バルブディスクをその閉位置
に向かって動かす第２方向に動かす、前記圧力負荷装置。
【請求項１１】
　前記制御ばねの前記付勢力に抗して、前記第２バルブディスクをその閉位置に向かって
付勢するために、前記第２バルブディスクと係合するバルブばねを備える、請求項９に記
載の流体調整装置における前記圧力負荷装置。
【請求項１２】
　前記圧力負荷装置により前記ハウジングの前記第２キャビティに付加される前記負荷圧
力を増加および低下させ、それに対応して、前記流体調整装置の前記設定点圧力を増加お
よび低下させるよう、前記制御ばねにより前記第２ダイヤフラムに印加される力を調節す
るために、前記制御ばねと係合する制御ばね調節機構を備える、請求項９に記載の流体調
整装置における前記圧力負荷装置。
【請求項１３】
　前記ボンネットの前記頂部におけるねじ付き開口部を通って受容され且つ前記制御ばね
に動作可能に接続される調節ねじを備える、請求項１２に記載の流体調整装置における前
記制御ばね調節機構であって、前記制御ばねにより前記第２ダイヤフラムに印加される前
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記力は、前記調節ねじが第１方向に回転すると、増加し、前記調節ねじが第２方向に回転
すると、低下する、前記制御ばね調節機構。
【請求項１４】
　第１入口、第１出口、および前記第１入口と前記第１出口との間に配置された第１バル
ブポートを有するバルブと、
　前記バルブに接続されたアクチュエータであって、
　　前記バルブ内に配置され且つ前記第１バルブポートと係合する閉位置と前記第１バル
ブポートから離れて配置される開位置との間で動くよう構成された第１バルブディスクと
、
　　前記開および閉位置の間で前記第１バルブディスクを動かすために、前記第１バルブ
ディスクに動作可能に接続された第１ダイヤフラムであって、前記第１ダイヤフラムの第
１表面は、前記バルブの前記第１出口と流体連通状態にある前記第１ダイヤフラムと、
　を備えるアクチュエータと、
　前記バルブにおよび前記アクチュエータに接続され且つ前記第１入口と流体連通状態に
ある第２入口と前記第１ダイヤフラムの第２表面と流体連通状態にある第２出口とを有す
る圧力負荷装置であって、前記第２出口における前記圧力が負荷圧力よりも小さいと前記
圧力負荷装置を通る流体流を増加するよう構成され、第２バルブポートは前記第２入口と
前記第２出口との間に配置され、前記第２入口は前記第１入口と流体連通状態にあり、前
記第２出口は前記ハウジングの前記第２キャビティと流体連通状態にある、圧力負荷装置
と、
を備える流体調整装置であって、
　前記圧力負荷装置は、前記第１ダイヤフラムの前記第２表面に対する圧力を負荷圧力に
ほぼ等しく維持するために、前記第２出口における前記圧力が低下すると、前記装置を通
る流体流を増加させ、前記第２出口における前記圧力が増加すると、前記装置を通る流体
流を減少させるよう構成され、
　前記アクチュエータは、前記第１出口における前記圧力を設定点圧力にほぼ等しく維持
するために、前記第１出口における前記圧力が低下すると前記第１バルブディスクをその
開位置に向かって動かし、前記第１出口における前記圧力が増加すると前記第１バルブデ
ィスクをその閉位置に向かって動かすよう構成される、流体調整装置。
【請求項１５】
　前記アクチュエータは、前記ハウジング内に枢動可能に取り付けられ且つ前記第１ダイ
ヤフラムを前記第１バルブディスクに動作可能に接続する制御アームを備える、請求項１
４に記載の流体調整装置であって、前記第１ダイヤフラムは、前記第１出口における前記
圧力が低下すると、前記制御アームを、前記第１バルブディスクをその開位置に向かって
動かす第１方向に回転させ、前記第１出口における前記圧力が低下すると、前記制御アー
ムを、前記第１バルブディスクをその閉位置に向かって動かす第２方向に回転させる、流
体調整装置。
【請求項１６】
　前記第１バルブディスクに動作可能に接続され且つ前記第１バルブポートを通過する流
体の上流側圧力と流体連通状態にある第１側面を有するバランスダイヤフラムを備える、
請求項１４に記載の流体調整装置であって、前記上流側圧力は、力を前記開位置の方向に
前記第１バルブディスクに対して印加し、前記バランスダイヤフラムの前記第１側面に作
用する前記上流側圧力は、第１バルブディスクにかかる前記上流側圧力の前記力にほぼ等
しい力を前記閉位置の方向に前記第１バルブディスクに対して印加する、流体調整装置。
【請求項１７】
　請求項１４に記載の流体調整装置であって、前記圧力負荷装置は、
　前記第２入口、前記第２出口、および前記第２入口と前記第２出口との間に配置された
第２バルブポートを有する本体と、
　前記本体内に配置され且つ前記第２バルブポートと係合する閉位置と前記第２バルブポ
ートから離れて配置される開位置との間で動くよう構成された第２バルブディスクと、
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　前記第２バルブディスクを前記開および閉位置の間で動かすために、前記第２バルブデ
ィスクに動作可能に接続された第２ダイヤフラムであって、前記第２ダイヤフラムの第１
表面は前記圧力負荷装置の前記第２出口と流体連通状態にある、前記第２ダイヤフラムと
、
　前記第２ダイヤフラムの第２表面と係合する制御ばねと、
を備える流体調整装置であって、
　前記第２ダイヤフラムおよび前記制御ばねは、前記第１ダイヤフラムの前記第２表面に
対する前記圧力を前記負荷圧力にほぼ等しく維持するために、前記第２出口における前記
圧力が低下すると、前記第２バルブディスクをその開位置に向かって動かして前記第２バ
ルブポートを通る前記流体流を増加させ、前記第２出口における前記圧力が増加すると、
前記第２バルブディスクをその閉位置に向かって動かして前記第２バルブポートを通る前
記流体流を減少させるよう構成される、流体調整装置。
【請求項１８】
　前記圧力負荷装置は、前記第２ダイヤフラムを前記第２バルブディスクに動作可能に接
続するバルブステムを備える、請求項１７に記載の流体調整装置であって、前記第２ダイ
ヤフラムは、前記第２出口における前記圧力が低下すると、前記バルブステムを、前記第
１バルブディスクをその開位置に向かって動かす第１方向に動かし、前記第２出口におけ
る前記圧力が低下すると、前記バルブステムを、前記第２バルブディスクをその閉位置に
向かって動かす第２方向に動かす、流体調整装置。
【請求項１９】
　前記圧力負荷装置は、前記制御ばねの前記付勢力に抗して前記第２バルブディスクをそ
の閉位置に向かって付勢するために、前記第２バルブディスクと係合するバルブばねを備
える、請求項１７に記載の流体調整装置。
【請求項２０】
　前記圧力負荷装置は、前記圧力負荷装置により前記ハウジングの前記第２キャビティに
付加される前記負荷圧力を増加または低下させ、それに対応して、前記流体調整装置の前
記設定点圧力を増加および低下させるよう、前記制御ばねにより前記第２ダイヤフラムに
印加される力を調節するために、前記制御ばねと係合する制御ばね調節機構を備える、請
求項１７に記載の流体調整装置。
【請求項２１】
　前記制御ばね調節機構は、前記圧力負荷装置のねじ付き開口部を通して受容され且つ前
記制御ばねに動作可能に接続された調節ねじを備える、請求項２０に記載の流体調整装置
であって、前記制御ばねにより前記第２ダイヤフラムに印加される前記力は、前記調節ね
じが第１方向に回転させられると、増加し、前記調節ねじが第２方向に回転させられると
、低下する、流体調整装置。
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